
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午前９時～午後５時 ※月曜日休館  

館     
東北新幹線「七戸十和田駅」・「八戸駅」から十和

田観光電鉄バス乗車「十和田市中央」下車、焼山

行き「西コミュニティセンター前」下車、徒歩１分 

十和田市大字奥瀬字中平６１－８  
☎ ０１７６-７２-２３４０ 

 

 

１/８ 土 ５/８ ► 日 

 

令和４年 

 

  観覧料 無料  



はじめに 

十和田市には、100 を超える縄文遺跡があり、発掘調査等によりその様子が徐々
じょじょ

に

ですが明らかにされてきました。縄文時代は、人々が十和田市をはじめて拓
ひら

いた時代

です。この展示では、7 千年以上の長きわたり、厳しくも豊かな自然と共生
きょうせい

してき

た人々について、ご紹介いたします。 

 

① 氷河期
ひょうがき

にはじまった縄文時代／「小田
こ だ

の埋没
まいぼつ

林
りん

」（約 15000年前）    

 小田の埋没林は縄文時代のはじめ（約 15000

年前）に大噴火した十和田火山（十和田湖）の

火砕流
かさいりゅう

により、なぎ倒され埋没したものです。 

 出土した樹木を調査した結果、カラマツ属、

トウヒ属、モミ属などからなる亜寒帯
あかんたい

針葉樹
しんようじゅ

の

森林が広がっており、縄文時代のはじまりが現

在よりもずっと寒冷
かんれい

で、氷河期の中にあったこ

とがわかりました。

 

② 定住
ていじゅう

をはじめた人々／「寺上
てらうえ

遺跡
い せ き

」（約 9000年前）             

市内で、ヒトの生活のあとが残されるように

なるのは、縄文時代の早期からです。寺上遺跡か

ら出土した土器は、底が尖っており、初期の縄文

土器に多くみられるものです。 

縄文時代早期は、温暖化
おんだんか

が進み、ムラがつくら

れるなど定住が一般化し、水産物や木の実など

の利用など縄文時代の基本的なくらしが確立し

た時代とされています。 

 

➂ 縄文
じょうもん

海
かい

進期
し ん き

の遺跡／「山
やま

ノ外
そと

遺
い

跡
せき

」（約 6500年前）                   

山ノ外遺跡は立崎地区・砂土
さ ど

路
ろ

川
がわ

右岸
う が ん

の台地上に立地します。縄文海進期・前期

前葉
ぜんよう

の尖底土器 15個体以上のほか、石
せき

鏃
ぞく

、石
いし

匙
さじ

、すり石、石
いし

皿
ざら

、土
ど

錘
すい

などがまとま

って出土しました。縄文時代の早期～前期は、現在よりも気温が高く、海水面が上

昇。小川原湖さらには遺跡が立地する砂土路川の下流域も海となっており、遺跡か

ら２㎞下流側では縄文時代前期の貝塚が発見されています。 

小田の埋没林 

縄文早期の尖底
せんてい

土器
ど き

 



➃ 大噴火を超えて／「寺上遺跡」（約 6000年前）                   

約 6000 年前、十和田火山（十和田湖）が噴火

します。この噴火により十和田湖東側の広範
こうはん

な

地域には多量の噴出物
ふんしゅつぶつ

が降下し、生態
せいたい

系
けい

や人間

の生活に大きな影響を与えたとされます。 

寺上遺跡は市街地の約 3kｍ、奥入瀬川左岸の

台地上にある遺跡です。同遺跡からは大噴火か

ら間もない時期の円筒
えんとう

文化
ぶ ん か

初期
し ょ き

の土器や石器が

出土しており、噴火後の人々の様子を垣間見
か い ま み

る

ことができます。 

 

➄ 明戸
あ け ど

遺跡
い せ き

の大型
おおがた

住居
じゅうきょ

跡
あと

／「明戸遺跡」（約５０００年前）                   

大噴火の後、市内では集落
しゅうらく

遺跡
い せ き

が増えていき

ます。明戸遺跡は市街地の南約 10㎞、後
ご

藤
とう

川
がわ

左
さ

岸
がん

にあります。過去５回の調査で縄文時代前期

～後期の集落跡、晩期の墓地
ぼ ち

の跡が発見されま

した。平成 20年の調査では、前
ぜん

期
き

末
まつ

葉
よう

期
き

の大型

竪穴
たてあな

住居
じゅうきょ

跡
あと

がみつかり、その大きさは確認され

た部分だけで長径 13ｍ以上あります。通常の竪

穴住居跡とはあきらかに大きさが違うことから、

集
しゅう

会所
かいじょ

や共同
きょうどう

作業所
さぎょうしょ

、共同
きょうどう

住居
じゅうきょ

などとして

使用されたのではないかとも推定されています。 

 

⑥ 中期のムラ／「明戸遺跡」（約 5000～約４０００年前）                   

明戸遺跡では、前期に引続き中期においても

集落が築かれました。特に中期
ちゅうき

初頭期
しょとうき

は、竪穴
たてあな

住居
じゅうきょ

跡
あと

、貯蔵
ちょぞう

穴
けつ

、土坑
ど こ う

墓
ぼ

、埋設
まいせつ

土器
ど き

等
など

が発見さ

れており、多様な要素でムラが構成されている

ことが判明しています。 

竪穴住居は炉
ろ

がきられており、地
じ

床
しょう

炉
ろ

、石組
いしぐみ

炉
ろ

、埋
まい

甕
かめ

炉
ろ

がみられました。また、火事にあった

住居跡からは、多量のクリ・クルミ・トチが出土

し、縄文人の食料事情を知る上で貴重です。  

 

火山の噴出物 
と出土土器 

竪穴住居跡と遺物出土状況 

大型住居跡の出土遺物 



⑦ 後期
こ う き

のムラ／「中村
なかむら

平
たい

遺跡
い せ き

」（約 4000年前）                    

中村平遺跡は市街地の南方約６㎞、藤
ふじ

島川
しまがわ

支流
しりゅう

右岸
う が ん

の台地上に立地しています。 

平成元（1989）年に発掘調査がおこなわれ、縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

後
こう

期
き

初
しょ

頭
とう

の竪穴住居跡が発見されたほか、

土器、石
せき

鏃
ぞく

、すり石、土
ど

製品
せいひん

などが出土していま

す。縄文時代後期の土器は、深
ふか

鉢
ばち

のほかにも浅
あさ

鉢
ばち

、

壺
つぼ

など、様々な器種がみられ、沈
ちん

線
せん

やすり消
け

し

縄
じょう

文
もん

などで表面をかざるようになります。 

 

⑧ 再葬
さいそう

甕
かめ

棺
かん

墓
ぼ

／藤島
ふじしま

・外山
そとやま

ノ敷
しき

（約４000年前）                   

東北北部では、縄文
じょうもん

時代
じ だ い

後期
こ う き

初頭期
しょとうき

に、再葬甕棺墓と呼ばれる特殊
とくしゅ

な埋葬
まいそう

風習
ふうしゅう

が

出現します。遺体を一時的に埋葬、一定期間放置し、骨だけとなった遺体を、専用に

つくった甕
かめ

棺
かん

におさめて埋葬するもので、五戸町
ごのへまち

の薬師前
やくしまえ

遺跡
い せ き

では実際に人骨が残

っているものが出土しています。展示している甕棺（表紙中央）は昭和 41年に藤島

地区で発見されたものです。 

 

⑨ 晩期
ば ん き

の墓地
ぼ ち

とまつり／「明戸遺跡」（約 5000～約４０００年前）                   

縄文時代晩期は、精巧
せいこう

な土器や遮光器
しゃこうき

土偶
ど ぐ う

などで有名です。 

明戸遺跡では、晩期の土坑
ど こ う

墓
ぼ

17 基が発見され、その内部からは人骨
じんこつ

や装身具
そうしんぐ

、赤色
せきしょく

ベンガラがみつかっています。また、包含層
ほうがんそう

からは、深
ふか

鉢
ばち

、鉢
はち

、浅
あさ

鉢
ばち

、台付
だいつき

鉢
はち

、壺
つぼ

、

皿
さら

、高坏
たかつき

、注
ちゅう

口
こう

、香炉
こ う ろ

などの土器が 150個体
こ た い

以上、土偶
ど ぐ う

、岩
がん

偶
ぐう

、岩
がん

版
はん

、土版
ど ば ん

、石
せき

棒
ぼう

、

石
いし

剣
けん

、勾玉
まがたま

のほか、シカ、イノシシ、クジラ等の焼
しょう

骨
こつ

が出土しており、まつりや儀礼
ぎ れ い

が行なわれた跡
あと

とも考
かんが

えられています。 
                             
 

出土土器 

出土遺物 土坑墓 


